
2 ．

★
ピ
バ
／
メ
キ
シ
コ
（
晦
日
Ｉ
理
日
）

☆
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ニ
ア
（
”
日
Ｉ

７
﹇
凪
１
日
）

☆
日
本
の
演
歌
（
２
日
１
５
日
）

☆
Ｂ
Ｙ
Ｕ
ア
メ
リ
カ
ン
シ
ョ
ー
（
６
日
ｌ
皿
日
）

☆
シ
ャ
ン
ソ
ン
・
ド
ウ
・
ポ
ー
ト
ピ
ア
（
過
日
ｌ
遍

日
）☆

ポ
ー
ト
ピ
ア
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
（
Ⅳ
日
１

ｍ
日
）

☆
ち
び
っ
子
マ
ン
ガ
大
他
奔
昔
（
型
日
Ｉ
堅
日
）

☆
ア
フ
リ
カ
民
族
舞
踊
命
日
’
８
月
１
日
）

☆
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
パ
レ
ー
ド
（
２
日
）

☆
こ
ど
も
夏
ま
つ
り
（
５
日
１
７
日
）

☆
日
本
の
ま
つ
り
（
８
日
ｌ
皿
日
）

☆
ポ
ー
ト
ピ
ア
盆
踊
り
（
醒
日
１
浬
日
）

★
リ
オ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
（
晦
日
Ｉ
”
日
）

★
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
異
ス
テ
ィ
バ
ル
（
型

日
ｌ
諏
日
）

☆
Ｏ
Ｓ
Ｋ
日
本
歌
劇
団
公
波
（
”
日
、
’
９
月
１
日
）

☆
ミ
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
世
界
大
会
（
４
日
Ｉ

６
日
）

☆
さ
よ
な
ら
ポ
ー
ト
ピ
ア
制
（
８
日
、
Ｉ
晦
日
）

篭

☆
国
際
広
場
の
催
し
物
決
定

祭
り
や
音
楽
祭
が
中
心

ポ
ー
ト
ピ
ア
剛
の
会
期
中
の
催
し
は

国
際
広
場
を
メ
イ
ン
に
し
て
行
な
わ
れ

る
が
、
こ
の
国
際
広
場
の
構
想
と
主
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
っ
た
。

国
際
広
場
は
、
全
体
が
ド
ー
ム
形
の

シ
ェ
ル
タ
ー
で
覆
わ
れ
た
設
計
で
、
面

積
約
七
百
平
方
肘
。
収
容
観
客
数
は
広

場
部
分
約
千
人
、
広
場
外
周
ス
タ
ン
ド

約
千
六
百
人
。
建
築
費
は
約
五
億
円
。

ま
た
こ
の
国
際
広
場
で
の
催
し
は
、

神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
博
覧
会
協
会

が
主
催
し
、
宝
塚
歌
劇
団
の
演
出
家
、

内
海
重
典
さ
ん
が
企
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
。
決
定
し
た
催
し
物
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
次
の
通
り
。

☆
ピ
バ
ノ
ピ
パ
ノ
ポ
ー
ト
ピ
ア
知
誕
生
（
３
月
加
日

Ｉ
妬
日
）

☆
ポ
ー
ト
ピ
ア
音
楽
祭
（
”
日
’
四
日
）

★
ア
プ
リ
カ
ン
シ
ョ
ー
〃
ヤ
バ
・
ダ
バ
・
ド
ゥ
〃

（
４
月
２
日
ｌ
晦
日
）

★
ポ
ー
ト
ピ
ア
花
ま
つ
り
（
幻
日
ｉ
狸
且

☆
宝
塚
グ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
弱
日
’
５
月

肥
日
）

☆
こ
ど
も
世
界
の
ま
つ
り
（
５
月
３
日
１
５
日
）

★
日
本
の
太
岐
ま
つ
り
命
日
１
浬
且

☆
一
二
１
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
お

日
Ｉ
頚
日
）

★
郷
エ
芸
能
・
兵
庫
の
ま
つ
り
（
６
月
，
日
１
３
日
）

☆
二
千
人
の
吹
奏
楽
（
６
日
）

☆
体
操
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
９
日
１
，
日
）

☆
ア
ジ
ア
民
族
芸
能
金
日
１
Ｍ
日
）

公
演
時
間
は
、
３
月
即
日
１
４
月
帥

日
が
午
後
一
時
と
午
後
四
時
か
ら
、
５

月
１
日
’
９
月
晦
日
は
午
後
２
時
と
午

後
６
時
か
ら
、
各
二
回
公
演
で
入
場
は

無
料
。

能ﾄ喧ｱＢ１

サンヨーソーラリアム完成予想図

神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
博
覧
会
（
昭
和
五
十
六
年
三
月
二
十
日
’
九
月
十
五
日
開
催
）

国
際
広
場
で
は
楽
、
‐
）
い
催
し
物

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
情
報

国際広場の完成予想模型

１
和

☆
サ
ン
ョ
ー
は
得
意
の

ソ
ー
ラ
ー
・
シ
ス
テ
ム
を
利
用

三
洋
電
機
の
パ
ビ
リ
オ
ン
「
サ
ン
ョ

ー
ソ
ー
ラ
リ
ア
ム
」
は
、
太
陽
へ
の
讃

歌
を
テ
ー
マ
に
し
て
同
社
が
意
欲
的
に

開
発
し
て
い
る
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
技
術
を
み
せ
る
。
同
館
は
中
央
広
場

の
北
東
に
位
置
し
、
池
に
囲
ま
れ
た
片

流
れ
大
屋
根
の
建
物
。
屋
根
に
約
三
千

本
の
ソ
ー
ラ
ー
、
コ
レ
ク
タ
ー
を
設
置

し
て
冷
一
房
を
行
な
い
・
池
に
コ
レ
ク
タ

ー
を
積
み
重
ね
た
ソ
ー
ラ
ー
塔
を
設
置

し
て
夜
間
の
照
明
を
行
な
う
。

Ⅱ
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ト
ピ
ア
バ
ッ
ジ
が
売
り
出
さ
れ
た
。

直
径
一
・
五
セ
ン
チ
、
真
中
に
ポ
ー

ト
ピ
ア
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
浮
き

出
て
色
は
赤
、
青
、
緑
の
三
色
。
一
個

三
百
円
で
そ
の
う
ち
五
十
円
を
協
賛

金
と
し
て
博
覧
会
協
会
に
寄
付
す
る

現
在
は
神
戸
市
内
の
記
章
屋
で
の
み

扱
っ
て
い
る
が
、
将
来
百
貨
店
や
駅

に
も
置
く
予
定
。
新
し
い
「
神
戸
み

や
げ
」
と
し
て
ち
ょ
っ
と
し
た
人
気

問
い
合
わ
せ
／
露
３
３
１
１
０
８
７
４

毛
利
マ
ー
ク

ま
た
内
部
の
展
示
で
は
「
太
陽
へ
の

旅
」
「
太
陽
へ
の
讃
歌
」
「
太
陽
と
遊
ぼ

う
」
な
ど
六
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
わ
け
て

人
間
が
太
陽
や
宇
宙
に
托
す
夢
や
情
熱

を
歌
い
あ
げ
る
。
例
え
ば
「
太
陽
へ
の

旅
」
で
は
、
ド
ー
ム
状
の
通
路
に
超
ス

ピ
ー
ド
で
流
れ
去
る
光
、
星
間
物
質
、

宇
宙
船
な
ど
を
映
し
出
し
て
、
未
来
の

宇
宙
旅
行
の
イ
メ
ー
ジ
体
験
。

ま
た
「
太
陽
を
つ
か
ま
え
よ
う
」
で

は
、
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
太
陽
電
池
を
使
っ

た
未
来
の
パ
ノ
ラ
マ
や
、
太
陽
発
電
衛

星
の
よ
う
な
宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
計

画
の
紹
介
を
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技

術
の
粋
を
尽
く
し
て
展
開
す
る
。
総
予

算
約
八
億
円
。

開
さ
れ
る
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
に
よ
る
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
・
サ
ウ
ン
ド
と
光
、
人
形
の

幻
想
劇
を
構
成
す
る
。
テ
ー
マ
は
「
愛

と
希
望
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
。
舞
台
で

は
、
流
体
制
御
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
最
新
の
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
が
結
合
し
た
完
全
自
動
化
の

童
話
劇
を
坂
東
玉
三
郎
の
演
出
と
富
田

勲
の
音
楽
に
よ
っ
て
展
開
す
る
。
事
業

費
約
九
億
円
。

ダイエーパビリオン予想完成図

☆
住
友
館
は
坂
東
玉
三
郎
が
演
出
す
る

愛
と
希
望
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア

住
友
商
事
な
ど
六
十
三
社
で
構
成
さ

れ
る
住
友
グ
ル
ー
プ
の
「
住
友
館
」
の

概
要
が
発
表
さ
れ
た
。

約
二
千
五
百
十
平
方
脚
の
敷
地
に
、

兵
庫
県
の
県
木
で
あ
る
く
す
の
き
の
森

を
作
り
、
森
の
中
の
円
形
の
劇
場
で
展

１
５１
１

☆
胸
元
に
ポ
ー
ト
ピ
ア
を
つ
け
よ
う

全
国
の
記
章
業
者
が
集
ま
っ
て
作

っ
て
い
る
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

博
メ
タ
ル
記
念
品
協
会
か
ら
、
ボ
ー

☆
ダ
イ
エ
ー
は
日
本
初
の
シ
ス
テ
ム

オ
ム
ニ
マ
ッ
ク
ス
を
活
用

生
活
提
案
企
業
・
ダ
イ
エ
ー
の
パ
ビ

リ
オ
ン
は
、
ワ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
タ
ー
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
世
界
一
周
を
テ
ー
マ

に
、
立
体
感
の
あ
る
映
像
オ
ム
ニ
マ
ッ

ク
ス
を
導
入
し
、
超
絶
め
ま
い
体
験
の

旅
を
展
開
す
る
計
画
で
、
中
内
功
同
社

社
長
が
こ
の
企
画
の
着
想
の
主
。

三
百
五
十
八
人
収
容
の
オ
ム
ニ
マ
ッ

ク
ス
シ
ア
タ
ー
は
、
直
径
二
十
三
勝
の

ド
ー
ム
状
ス
ク
リ
ー
ン
と
魚
眼
レ
ン
ズ

を
組
み
合
わ
せ
る
オ
ム
ニ
マ
ッ
ク
ス
と

い
う
映
像
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
も
の

で
、
観
客
は
空
間
や
時
間
を
自
由
に
移

動
で
き
る
。
こ
の
劇
場
は
ア
メ
リ
カ
と

メ
キ
シ
コ
で
実
現
さ
れ
て
い
る
が
、
日

本
で
は
初
め
て
。

住友館完成予想図

騒督謹蕊
ポートピアパツジ〈赤、青、緑
の三色）

ま
た
「
ワ
ー
ル
ド
産
直
バ
ザ
ー
ル
」

を
設
置
し
て
、
世
界
各
地
の
ベ
ス
ト
ソ

ー
ス
か
ら
お
土
産
な
ど
の
好
適
品
を
集

め
て
販
売
す
る
。
総
経
費
約
十
億
円
。
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１
５２
１

程
、
本
社
は
神
戸
に
あ
る
け
れ
ど
も
金
融
的
な
動
き
は
東
京
へ
ウ

ェ
イ
ト
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
会
社
か

ら
注
文
を
頂
戴
し
よ
う
と
思
う
と
、
や
は
２
塁
足
へ
出
て
行
く
必

要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

第
三
点
と
し
て
は
、
証
券
は
常
に
情
報
を
必
要
と
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
確
か
に
神
戸
で
も
あ
る
程
度
の
情
報
は
入
る
け
れ

ど
、
東
京
で
は
よ
り
多
く
の
情
報
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す

ｌ
石
野
社
長
は
若
く
し
て
先
代
の
石
野
貞
雄
さ
ん
（
現
名
誉
会

長
）
か
ら
経
営
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
の
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ

ご
苦
労
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

石
野
証
券
の
仕
事
に
関
し
て
は
三
十
年
の
キ
ャ
リ
ア
に
な
り
ま

す
ね
。
現
在
の
従
業
員
は
四
百
二
十
人
で
す
が
、
三
十
年
前
に
は

十
五
人
位
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
外
か
ら
見
て
も

ま
た
自
分
と
し
て
も
大
変
苦
労
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
事
実
で

す
ね
。
し
か
し
、
私
自
身
は
そ
れ
を
苦
労
だ
と
思
っ
て
い
な
い
わ

け
で
す
。
た
と
え
ば
、
十
年
前
に
神
戸
証
券
取
引
所
を
廃
止
し
た

と
き
、
「
石
野
は
苦
労
し
て
い
る
な
」
と
周
囲
か
ら
思
わ
れ
た
し

確
か
に
か
な
り
苦
し
い
環
境
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
私
自
身
は
前

向
き
に
問
題
を
一
つ
一
つ
取
り
除
い
て
行
こ
う
と
い
う
努
力
を
払

っ
て
来
ま
し
た
の
で
、
苦
労
で
か
な
わ
ん
と
い
う
意
識
は
な
か
っ

た
で
す
ね
。
こ
れ
も
一
つ
の
生
き
方
、
考
え
方
で
し
ょ
う
ね
。

本
当
の
苦
労
と
は
〃
為
す
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
″
と
い
い
ま
す
か

苦
労
の
原
因
を
取
り
除
く
努
力
の
仕
方
が
分
ら
な
い
、
あ
る
い
は

努
力
を
し
な
い
と
い
う
と
き
に
苦
労
と
考
え
る
の
で
あ
っ
て
、
自

分
の
力
、
組
織
の
力
で
何
と
か
苦
労
の
原
因
を
除
こ
う
と
い
う

声

ｌ
昨
年
四
月
一
日
に
神
栄
証
券
東
京
神
栄
証
券
と
合
併
さ
れ

待
望
の
東
京
進
出
を
果
た
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
ど
う
い
う
と
こ

ろ
に
メ
リ
ッ
ト
を
お
感
じ
で
す
か
。

石
野
神
戸
の
証
券
会
社
が
東
京
へ
進
出
し
た
の
は
当
社
が
初
め

て
で
す
ね
。
東
京
進
出
の
メ
リ
ッ
ト
の
第
一
点
は
、
こ
れ
ま
で
は

東
証
の
会
員
資
格
が
な
か
っ
た
の
で
、
東
京
で
直
接
、
売
買
が
出

来
ず
、
兵
庫
県
の
顧
客
に
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
が
出
来
な
か
っ
た
の

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

第
二
点
と
し
て
は
、
神
戸
だ
け
で
は
な
く
全
国
の
法
人
の
金
融

資
産
の
動
き
は
現
状
と
し
て
殆
ん
ど
一
塁
凧
へ
集
っ
て
い
る
。
成 「制約を克服するところに仕事の妙味がある」と語る

石野成明・神栄石野註券社長

神
栄
石
野
証
券

念
願
の
東
京
進
出
を
果
た
し
た

画
…
…
欝
蔦
１
１
Ｉ
１

１
１

（
１
）
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１
５３
１

目
的
を
も
っ
て
努
力
し
て
い
る
と
き
、
そ
れ
は
苦
労
で
は
な
く
む

し
ろ
、
人
間
の
生
き
甲
斐
で
あ
り
、
仕
事
の
や
り
甲
斐
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
資
金
と
限
ら
れ
た
組
織
、
限
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ
で
も

っ
て
努
力
し
て
行
く
こ
と
が
仕
事
で
あ
っ
て
、
十
分
な
人
材
、
十

分
な
資
金
で
効
果
が
あ
が
る
こ
と
を
狙
う
の
は
、
こ
れ
は
仕
事
だ

と
い
え
な
い
。
ど
こ
か
に
制
約
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
克
服
し
て
行

く
と
こ
ろ
に
仕
事
の
妙
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
常
に

新
し
い
も
の
へ
挑
戦
し
て
行
く
フ
ァ
イ
ト
、
こ
れ
が
必
要
で
す
。

ｌ
お
客
さ
ま
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

石
野
株
式
は
多
か
れ
少
な
か
れ
リ
ス
ク
（
危
険
性
）
の
あ
る
も

の
で
す
ね
。
利
益
が
大
き
い
反
面
、
損
も
す
る
。
こ
れ
は
証
券
だ

け
で
は
な
く
、
債
権
も
そ
う
で
す
が
、
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応

【．【．

じ
た
適
切
な
商
品
を
す
す
め
て
行
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
証
券
業

者
の
一
番
大
事
な
こ
と
で
す
ね
。
資
本
が
利
益
を
生
み
出
し
て
行

く
場
合
、
危
険
な
投
資
ほ
ど
、
利
率
が
高
い
と
い
う
原
則
的
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
お
客
さ
ま
に
は
大
き
な
利
益
を
得
よ
う
と
思
う
と

そ
れ
だ
け
危
険
度
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
欲
し

い
の
で
す
。
利
益
が
少
な
け
れ
ば
元
金
の
安
全
性
が
高
く
な
る
。

高
利
に
回
そ
う
と
す
る
と
危
険
が
伴
な
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

１
１
今
後
の
抱
負
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

石
野
あ
く
ま
で
地
元
に
密
着
し
た
証
券
会
社
だ
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
ス
タ
ッ
フ
が
す
ぐ
ど
こ
か
へ
転
勤
す
る
と
い
う
こ
と
も
な

い
わ
け
で
、
そ
れ
だ
け
、
お
客
さ
ま
に
対
し
て
は
、
〃
ス
ロ
ー
・

バ
ッ
ト
。
ス
テ
デ
ィ
〃
と
い
い
ま
す
か
、
遅
い
け
れ
ど
確
実
に
や

っ
て
行
っ
て
貰
え
る
よ
う
な
営
業
の
や
り
方
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い
気
持
ち
で
す
。
地

元
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
る
証
券
会
社
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
の
た
め
に
は
リ
ス
キ
ー
な
こ
と
に
お
客
さ
ま
を
お
誘
い
し
て

は
い
け
な
い
。
な
る
べ
く
ス
テ
デ
ィ
に
利
殖
を
し
て
い
た
だ
い

て
、
株
式
投
資
の
妙
味
を
味
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

１
１
最
後
に
こ
れ
か
ら
の
問
題
は
ど
こ
に
あ
る
と
お
考
え
で
す
か

石
野
既
存
の
組
織
を
も
っ
て
い
る
東
京
の
証
券
会
社
と
合
併
し

た
の
で
、
関
東
に
五
店
舗
が
増
え
て
全
部
で
十
四
店
舗
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
組
織
に
ど
う
活
力
を
も
た
せ
て
、
ど
う
活
発
な
も
の

に
仕
上
げ
て
行
く
か
と
い
う
こ
と
が
今
後
の
問
題
で
す
ね
。
顧
客

か
ら
受
け
た
注
文
を
東
京
へ
流
し
て
売
買
を
処
理
す
る
機
能
と
い

う
か
、
処
理
能
力
の
問
題
で
す
。
組
織
を
序
々
に
強
化
し
て
行
く
。

ど
こ
で
も
そ
う
で
し
ょ
う
が
、
結
局
、
人
と
組
織
の
問
題
で
す
。

全
国
的
に
見
て
も
か
な
り
の
規
模
の
証
券
会
社
に
な
っ
て
来
た
の

で
、
組
織
が
全
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
が
急
が
れ

ま
す
。
さ
ら
に
人
材
の
育
成
は
組
織
の
よ
う
に
一
朝
一
夕
に
は
出

来
ま
せ
ん
か
ら
大
変
で
す
。
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
の
証
券
会
社

の
命
運
を
左
右
す
る
の
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題

で
す
ね
。
そ
れ
へ
対
応
し
て
い
ろ
ん
な
機
能
を
備
え
て
行
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
八
文
責
／
編
集
部
Ｖ

如
融
緯
宰
霞
唾
》
峠
壷
幸
稚
目
八
－
一
一
電
話
（
○
七
八
）
三
九
一
’
○
○
○
一
（
代
）

蕊蕊

鍔iii簿i鍵灘鍵Ｉ
午前10時から1 1 時の時間帯は最も活気のあるときだ（栄町の本社１階)
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二

オリエンタル
ﾚﾃﾞｨｽｸﾗﾌﾞ
会員募集中

オランダ総領事館協力による
オランダ料理のグルメの会

年会費：お－人5,0 0 0円
割引：オリエンタルホテル、六甲オリエンタルホテル

での宿泊、飲食の際サービス料1 0 ％割引いたし
ます。その他いろいろの特典がございます。

特別催: 随時、会員のための特別催しをいたします。

お問い合せ

オリエンタルレディスクラブ事務局
神戸市生田区京町２５オリエンタルホテル内
公( 0 7 8 ) 3 ３１－８１１１

“鱗磯1 鱗難蕊瀞I i 蕊※息
毎' 1 ，新しい出会いがあればいい。

人であれ、物であれ、
それが白分' ' 1 身であれ、

何かひとつは、新しい出会いがほしい。

今、、出会った新しいおいしさ。
ユーハイムのヨーグルトトルテ。
ヨーグルトの．u ･ ずっぽさと
ヒンベアーソースの否きりが微妙にとけあって

甘いケーキにあきたあなたに

きっと新しい出会いになるでしょう。

●その他ハイデルペアーソース、オランジェンソース、プレーンがあります。

本店．三宮生田衿社前ＴＥＬ3 3 1 - 1 6 9 4
三宮店・三宮大丸前Ｔｉ: L 3 3 1 - 2 1 0 1
さんちか店．主宮埴下街スウィーツタウン内ＴＥＬ3 9 1 . . 3 5 3 9
ドｲ ﾂ 本渡・フランクフルトケー･ テハウス内

田野電雪卜ｇｆ, i ′華子

g a C醜S i J n E
１ F －Ｆ、可Ｉｒｑ

⑭
呂幻》ﾏ ｰ ｸ の凸唾て出貫L ･ 木のT R L ，

5４
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Ａ
そ
の
皿
Ｖ

ソ
ー
ー
フ
ー
シ
ス
テ
ム
の
開
発

大
分
大
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
エ
学
科
施
設

嶋
田
勝
次
八
神
戸
大
学
工
学
副
建
築
科
助
教
授
Ｖ

ｰ ]

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方
策
に
つ
い
て
は
ン
モ
ス
大
学
と
異
な
り
、
こ
じ
ん
ま
り

大
分
叫
ば
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
試
み
が
行
と
ま
と
ま
っ
て
、
特
色
あ
る
ユ
ニ
ー
ク

わ
れ
て
来
て
い
る
。
太
陽
熱
利
用
の
ソ
な
内
容
を
誇
っ
て
い
る
。
大
分
市
街
地

－
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
開
発
は
そ
の
身
近
南
部
丘
陵
地
に
新
し
く
移
転
建
設
さ
れ

な
例
で
あ
り
、
更
に
ま
つ
と
う
な
と
り
閑
静
な
自
然
の
中
に
あ
る
。
経
済
。
教

く
み
が
、
こ
の
た
び
大
分
大
学
工
学
部
青
・
工
学
の
三
学
部
よ
り
成
り
、
工
学

で
発
足
し
た
。
部
は
四
十
七
年
設
立
、
機
械
工
学
・
電

私
共
の
神
戸
大
学
工
学
部
で
も
新
し

気
工
学
・
組
織
工
学
。
化
学
環
境
工
学
。

い
建
築
施
設
の
計
画
に
組
み
込
も
う
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
・
建
設
工
学
の
六
学

大
分
大
学
工
学
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
エ
学
科
科
で
各
四
誰
座
編
成
と
い
う
構
成
だ
。

の
施
設
を
視
察
し
た
。
そ
の
中
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
エ
学
科
は

大
分
大
学
は
神
戸
大
学
の
よ
う
な
マ
新
し
い
内
容
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
礎
。

新
し
い
内
容
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
礎
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
伝
送
と
分
か
れ
、
か
な
り

の
期
待
と
実
績
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
こ
の
学
科
の
建
物
自
身
が

ソ
ー
ラ
ー
ピ
ル
と
し
て
実
現
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
屋
上
全
面
を
集
熱
板
で
覆

い
、
別
棟
の
蓄
熱
槽
に
そ
の
太
陽
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
貯
え
、
当
建
物
の
冷
暖
房

に
利
用
す
る
と
共
に
、
多
様
な
関
連
測

定
調
査
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
建
物
を
「
ソ
ー
ラ
ピ
ル
」
と
も

称
し
、
当
初
、
通
産
省
工
業
技
術
院
の

主
管
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

計
画
」
に
基
づ
く
大
型
建
物
太
陽
冷
暖

房
給
湯
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
の
実
験

建
物
と
し
て
、
川
重
・
鹿
島
・
東
洋
熱

工
学
の
三
社
共
同
研
究
で
開
発
が
進
め

ら
れ
、
文
部
省
の
建
築
施
設
に
ド
ッ
キ

ン
グ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

研
究
棟
延
一
六
九
二
。
二
三
㎡
の
三

階
建
と
、
機
械
棟
延
一
七
七
・
○
ｍ
㎡

の
二
階
建
で
、
五
十
二
年
三
月
竣
工
、

機
械
据
付
・
調
整
運
転
を
経
て
、
実
験

計
測
が
五
十
三
年
四
月
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
。太

陽
熱
は
、
ま
ず
屋
根
面
上
部
に
並

べ
ら
れ
た
十
度
勾
配
の
集
熱
板
の
中
を

流
れ
る
水
に
受
け
と
め
、
温
め
ら
れ
た

温
水
を
別
棟
の
鋼
板
製
の
五
○
㎡
の
蓄

熱
槽
に
引
き
入
れ
て
熱
が
蓄
え
ら
れ

る
。
冷
房
の
場
合
は
そ
の
蓄
熱
槽
で
別

系
統
の
水
を
温
め
（
約
八
十
五
℃
）
、

そ
の
温
水
を
吸
収
冷
熱
し
て
冷
水
を
作

る
も
の
で
あ
り
、
暖
房
の
場
合
は
集
熱

回
路
と
蓄
熱
槽
回
路
で
水
を
温
め
る

（
約
四
十
五
℃
）
も
の
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
そ
の
冷
水
や
温
水
を
空
調
機
に
よ

り
空
気
を
暖
め
た
り
冷
や
し
た
り
し
、

頼
射
天
井
や
床
か
ら
室
内
気
候
を
作
り

出
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
機
構
設
備
施
設
を
視
察
し
、
新

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
開
拓
に
い
ろ

い
ろ
な
ヒ
ン
ト
を
得
た
が
、
ま
だ
ま
だ

こ
れ
か
ら
模
索
が
山
積
み
し
て
い
る
こ

と
を
感
じ
た
。

折
角
の
大
分
で
城
下
が
れ
い
の
季
節

に
早
く
て
残
念
な
が
ら
賞
味
出
来
ず
、

麦
焼
酎
と
共
に
春
の
一
日
は
暮
れ
、
翌

日
は
久
大
線
に
乗
っ
た
の
ど
か
な
旅
で

あ
っ
た
。

１
５５
１
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杉
山
義
法
〈
放
送
作
家
〉

西
独
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
在
任
の
エ
ル
ゼ
・
カ
ル
ポ
ウ
さ
ん
と
云

う
老
婦
人
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
派
員
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
‐
に
答
え
て
ｌ

「
船
で
神
戸
の
港
に
入
る
と
、
皆
さ
ん
が
〃
あ
、
ト
ー
マ
ス
さ

ん
の
う
ち
の
風
見
鶏
が
見
え
た
〃
と
よ
く
云
っ
た
も
の
で
す
．
．
…
・
」

と
「
風
見
鶏
の
館
」
の
思
い
出
を
語
っ
て
い
る
。
ご
存
知
の
方

も
あ
ろ
う
が
、
カ
ル
ポ
ゥ
さ
ん
は
「
風
見
鶏
の
館
」
を
建
て
た
ト

ー
マ
ス
さ
ん
の
娘
さ
ん
で
、
横
浜
に
生
ま
れ
、
２
才
か
ら
哩
才
ま

で
「
風
見
鶏
の
館
」
に
住
ん
で
い
た
人
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

は
勿
論
ド
イ
ツ
語
だ
っ
た
が
、
そ
の
中
の
〃
て
ト
ー
マ
ス
サ
ン

ノ
ゥ
チ
″
の
部
分
だ
け
が
明
瞭
な
日
本
語
だ
っ
た
の
が
印
象
深
か

っ
た
。そ

の
旧
ト
ー
マ
ス
邸
の
風
見
鶏
を
、
私
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ

ビ
小
説
「
風
見
鶏
」
の
モ
チ
ー
フ
に
使
っ
た
事
か
ら
、
こ
の
特
集

の
「
風
見
鶏
の
館
」
を
受
持
つ
事
に
な
っ
た
ら
し
い
。
そ
こ
で
ハ

タ
と
気
が
つ
い
た
の
だ
が
、
私
は
ま
だ
「
風
見
鶏
の
館
」
の
内
部

を
一
度
も
見
た
事
が
な
い
。
外
側
だ
け
は
、
仕
事
に
疲
れ
る
と
ホ

テ
ル
を
さ
ま
よ
い
出
て
何
度
も
見
に
行
っ
た
。
見
る
度
に
新
た
な

発
想
が
生
ま
れ
る
様
な
気
が
し
て
、
あ
の
風
見
鶏
に
は
ど
れ
程
励

ま
さ
れ
た
か
知
れ
な
い
。

は
じ
め
て
旧
ト
ー
マ
ス
邸
の
風
見
鶏
を
見
た
時
は
、
ち
ょ
っ
と

意
外
な
気
が
し
た
。
港
か
ら
吹
い
て
来
る
風
に
向
っ
て
、
毅
然
と
ス

マ
ー
ト
に
立
っ
て
い
る
風
見
鶏
を
想
像
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
ト
ー
マ
ス
さ
ん
ち
の
風
見
鶏
は
、
何
に
驚
い
て
か
、
二

本
の
足
で
思
い
切
り
大
地
を
蹴
り
、
鋭
い
く
ち
ば
し
を
カ
ツ
と
開

一
特
一
集
一
・
｜
異
一
人
一
館
一
ｍ
一
話
一

カ
メ
ラ
ノ
緒
方
し
げ
を

Ⅶ

ト
ー
マ
ス
さ
ん
ち
の
風
見
鶏

い
て
、
う
っ
か
り
手
を
出
そ
う
も
の
な
ら
、
一
撃
で
甲
を
喰
い
千

切
ら
れ
そ
う
な
猛
々
し
さ
で
あ
る
。

「
な
ん
で
あ
ん
な
に
バ
タ
バ
タ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
別
」

そ
れ
が
第
一
印
象
だ
っ
た
。
だ
が
、
考
え
て
み
れ
ば
、
風
見
鶏

は
も
と
も
と
、
教
会
の
尖
塔
に
つ
け
ら
れ
た
魔
除
け
の
雄
鶏
だ
か

ら
、
猛
々
し
く
戦
斗
的
な
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
れ
は
き
っ
と
、

故
国
を
遠
く
離
れ
て
異
郷
で
暮
ら
す
異
人
さ
ん
達
に
と
っ
て
、
梯

子
を
取
り
は
ず
さ
れ
た
屋
根
の
テ
ッ
。
ヘ
ン
で
、
た
え
ず
国
際
状
勢

と
云
う
風
を
気
に
し
て
い
る
自
分
達
の
心
情
が
象
徴
さ
れ
て
い
る

様
に
思
え
た
の
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
事
を
考
え
て
何
度
か
眺
め
て
い

る
う
ち
に
、
今
度
は
目
に
は
見
え
な
い
も
の
ま
で
が
見
え
て
来
た
。

あ
の
風
見
鶏
の
下
に
も
う
一
羽
、
体
を
ま
る
く
し
て
う
ず
く
ま
っ

て
い
る
雌
鶏
が
い
る
。
そ
の
ふ
く
ら
ま
せ
た
羽
の
下
に
は
、
生
ま

れ
た
ば
か
り
の
ヒ
ョ
コ
が
何
羽
か
ふ
る
え
て
い
る
に
違
い
な
い
ｌ

、

ト
ー
マ
ス
さ
ん
ち
の
風
見
鶏
を
見
て
い
る
と
、
そ
ん
な
光
景
が
険

の
裏
側
に
浮
か
ん
で
来
る
の
で
あ
る
。
〃
風
見
鶏
の
異
人
さ
ん
と
結

婚
し
た
日
本
の
女
性
も
ま
た
、
風
見
鶏
で
は
な
か
っ
た
か
烈
〃
そ

れ
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
テ
レ
ビ
小
説
「
風
見
鶏
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
・
松
浦

ぎ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
に
な
り
、
ブ
ル
ツ
ク
マ
イ
ャ
ー
一
家
の
波
澗
の

ス
ト
ー
リ
ー
が
生
ま
れ
た
。

以
来
、
放
送
が
終
っ
た
い
ま
も
、
な
ん
と
な
く
風
見
鶏
と
縁
が

切
れ
な
い
。
各
地
で
様
々
な
風
見
鶏
を
見
た
が
、
私
は
や
は
り
卜

、

Ｉ
マ
ス
さ
ん
ち
の
風
見
鶏
が
一
番
気
に
入
っ
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル

の
ア
マ
ゾ
ン
河
口
の
古
い
港
町
ベ
レ
ン
で
も
、
赤
道
直
下
の
炎
天

１
５６
１
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竜

異
人
館
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
よ
り
も
善
戸
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
っ
た
「
風
見
塾
の
館
」
（
北
野
町
）

陸
東
西
南
北
を
示
す
方
位
盤
が
つ
い
て
い
て
〃
家
の
中
か
ら
も

風
向
き
が
わ
か
る
様
に
な
っ
て
い
た
筈
で
あ
る
〃
と
教
え
て
く
れ

た
人
が
い
た
が
、
ほ
ん
と
う
だ
ろ
う
か
。
今
度
、
神
戸
へ
行
っ
た

ら
確
か
め
よ
う
と
い
つ
も
思
う
の
だ
が
、
行
け
ば
毎
度
深
夜
に
及

ぶ
カ
ラ
オ
ケ
狂
い
で
、
い
ま
だ
に
果
せ
ず
に
い
る
。

「
風
見
鶏
」
放
送
当
時
、
旧
ト
ー
マ
ス
邸
は
中
華
同
文
学
校
の

寮
に
使
わ
れ
て
い
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
近
い
あ
る
夜
、
中
山
手
通
り

の
ブ
ラ
ジ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
た
ま
た
ま
同
席
し
て
一
緒
に
歌

を
唄
っ
た
同
文
学
校
の
卒
業
生
達
の
爽
や
か
な
笑
顔
が
忘
れ
ら
れ

な
い
。
異
人
館
が
素
敵
な
の
は
、
人
の
ぬ
く
も
り
が
残
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

や
に
灼
か
れ
て
い
る
風
見
鶏
を
見
た
。
去
年
の
暮
れ
に
は
、
北
海
道

の
函
館
で
雪
の
中
の
風
見
鶏
も
見
た
。
そ
の
一
つ
一
つ
の
い
わ
く

因
縁
を
尋
ね
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ド
キ
リ
と
す
る
様
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

い
ま
、
テ
レ
ビ
小
説
を
書
い
て
い
た
時
の
資
料
が
ど
こ
か
に
入

り
込
ん
で
し
ま
っ
て
確
か
め
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
ト
ー
マ
ス
さ
ん

、ち
の
風
見
鶏
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
人
は
ど
う
云
う
人
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
確
か
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ホ
テ
ル
の
風
見
鶏
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

の
も
そ
の
人
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
が
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
そ

の
人
の
事
を
調
べ
て
み
た
い
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
ト
ー
マ
ス
邸
の
風
見
鶏
の
真
下
の
天
井
に
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カ
メ
ラ
ノ
緒
方
し
げ
を

芦

神
戸
に
育
っ
た
私
に
は
、
異
人
館
の
あ
る
風
景
と
い
う
の
は
、

眼
に
な
じ
ん
で
い
て
、
ど
う
と
い
う
こ
と
も
な
い
が
、
以
前
、
毎

夏
信
州
へ
ゆ
き
、
一
か
月
滞
在
し
て
い
た
と
き
、
同
じ
民
宿
に
泊

り
あ
わ
せ
て
い
た
人
た
ち
か
ら
茨
や
ま
し
が
ら
れ
た
も
の
だ
。

「
神
戸
、
一
度
行
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。
外
人
が
多
く
住
ん
で
い

る
の
で
し
ょ
う
。
本
も
の
の
西
洋
館
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
し
よ

芦
フ
」他

郷
の
人
の
あ
こ
が
れ
が
、
近
ご
ろ
の
異
人
館
ブ
ー
ム
に
結
実

し
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
異
人
館
の
ひ
と
つ
〃
ラ
イ
ン
の
館
″
を
見
に
出
か
け
た
の

は
、
や
わ
ら
か
く
萌
え
出
た
ば
か
り
の
新
緑
が
、
四
月
末
の
陽
を

う
け
て
初
々
し
く
光
っ
て
い
る
午
後
で
あ
っ
た
。

北
野
坂
を
車
で
登
り
つ
め
、
右
折
。
東
西
の
北
野
通
り
を
わ
ず

か
に
走
る
と
、
歩
道
上
に
〃
ラ
イ
ン
の
館
″
の
表
示
が
あ
っ
た
。

車
を
下
り
、
看
板
の
矢
じ
る
し
に
誘
わ
れ
、
北
へ
の
階
段
を
少
し

登
る
と
左
手
に
レ
ン
ガ
塀
に
か
こ
ま
れ
た
館
が
あ
っ
た
。

玄
関
口
ま
で
敷
か
れ
た
レ
ン
ガ
の
通
路
を
歩
き
、
館
の
中
に
入

る
と
、
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
な
り
の
見
物
客
が
来
て
い
た
。

ド
イ
ツ
の
歌
が
流
れ
て
い
る
。
（
何
の
歌
か
わ
か
ら
な
か
っ
た

が
）西

側
の
二
部
屋
が
、
ド
イ
ツ
人
が
始
め
た
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
お
菓
子
会
社
経
営
の
喫
茶
室
に
な
っ
て
い
て
、
歌
は
そ
こ

か
ら
流
れ
て
く
る
わ
け
だ
。
ド
イ
ツ
製
の
家
具
調
度
が
使
わ
れ
て

い
る
と
い
う
喫
茶
室
に
は
、
三
組
ば
か
り
の
若
い
カ
ッ
プ
ル
、
若

一
特
一
集
一
・
｜
異
一
人
一
館
一
ｍ
一
話
一

１
５８
１

島
京
子
〈
作
家
〉

ラ
イ
ン
の
館

い
女
性
グ
ル
ー
プ
、
主
婦
ら
し
い
中
年
の
二
人
連
れ
が
、
藤
製
の

背
も
た
れ
の
つ
い
た
椅
子
に
坐
り
、
一
枚
板
の
テ
ー
ブ
ル
を
前
に

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
い
た
。
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
と
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

の
混
じ
り
あ
う
空
間
で
す
ご
す
ひ
と
と
き
は
、
ま
ち
が
い
な
く
、

流
れ
去
る
時
間
を
〃
思
い
出
″
の
ひ
と
つ
に
定
着
さ
せ
る
作
用
を

果
す
の
だ
ろ
う
。

神
戸
に
も
残
り
少
な
く
な
っ
た
異
人
館
は
、
や
は
り
外
国
に
も

な
い
神
戸
独
特
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て

の
歴
史
の
変
革
期
に
、
簡
単
な
外
人
住
宅
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も

の
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
〃
ラ
イ
ン
の
館
〃
も
大
正
四
年
の
建
築
で
、
ク
リ
ー
ム
色
の

．
ヘ
ン
キ
で
塗
ら
れ
、
茶
の
ふ
ち
ど
り
が
、
外
壁
に
規
則
正
し
い
模

様
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
線
（
ラ
イ
ン
）
が
美
し
い
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
、
名
が
つ
け
ら
れ
た
由
。

二
階
に
上
っ
て
み
る
と
、
か
ら
し
色
の
敷
物
が
い
く
ぶ
ん
く
た

び
れ
気
味
の
部
屋
は
、
が
ら
ん
と
し
て
お
り
、
白
い
壁
に
神
戸
の

歴
史
を
伝
え
る
写
真
や
絵
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

サ
ン
・
ル
ー
ム
風
な
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
る
と
、
明
る
い
陽
ざ
し
が

入
る
窓
ガ
ラ
ス
越
し
に
、
春
が
す
み
に
か
す
ん
だ
市
街
地
が
見
え

る
。
夜
景
が
美
し
か
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
、
む
か
し
も
い
ま
も
、

欧
米
人
は
港
町
の
高
台
に
住
む
の
を
好
む
、
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
。
ゆ
と
り
と
か
、
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
と
い
う
彼
ら
の
メ

ン
タ
リ
テ
ィ
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
ま
た
こ
れ
は
彼
ら
の
富
と
地

位
、
プ
ラ
イ
ド
を
も
う
か
が
わ
せ
る
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



広
い
庭
に
は
石
造
り
の
舞
台
も
あ
る
「
ラ
イ
ン
の
館
」

（
北
野
町
）

陽
ざ
し
が
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
中
の
館
と
一
一
人
を
く
っ
き
り
と
浮

か
び
あ
が
ら
せ
て
い
た
。

カ
メ
ラ
を
返
し
な
が
ら
聞
く
。

「
ど
こ
か
ら
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
」

「
岡
山
か
ら
来
ま
し
た
」

新
幹
線
に
乗
っ
て
、
き
ょ
う
の
う
ち
に
帰
る
と
い
う
。
若
い
人

た
ち
と
は
ち
が
い
、
こ
の
二
人
に
は
、
異
人
館
は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

に
通
じ
る
も
の
だ
ろ
う
か
、
と
ふ
と
思
う
。

カ
メ
ラ
を
か
ま
え
た
若
い
男
が
、
思
い
思
い
の
角
度
か
ら
館
を

写
す
光
景
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
中
高
年
の

女
性
の
団
体
が
門
か
ら
ど
っ
と
流
れ
こ
ん
で
き
た
。

同
じ
よ
う
な
光
景
が
、
こ
れ
か
ら
先
、
ど
れ
ほ
ど
く
り
返
し
つ

づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
、
と
思
い
な
が
ら
館
を
あ
と
に
し
た
。

蕊

鱗

噂綴~雫露j，螺《鱗$黙

識;蕊

鍵溌凝鵠

鰯

庭
に
出
て
、
手
入
れ
の
ゆ
き
と
ど
い
た
庭
木
を
眺
め
た
ｃ

カ
エ
デ
、
ア
ラ
カ
シ
、
タ
イ
ザ
ン
ポ
ク
、
ヤ
ブ
ッ
バ
キ
、
モ
ッ

コ
ウ
、
ヒ
ラ
ド
ッ
ッ
ジ
、
ノ
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ト
ベ
ラ
、
シ
ュ
ロ
な

ど
の
樹
木
が
館
の
西
側
に
あ
る
こ
じ
ん
ま
り
し
た
石
畳
の
庭
の
周

り
を
か
こ
む
よ
う
に
し
て
植
え
ら
れ
て
い
る
。
案
内
書
に
あ
る

〃
珍
ら
し
い
ド
イ
ツ
と
う
ひ
″
（
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
使
う
モ

ミ
の
木
）
は
ど
れ
か
、
と
探
し
て
眺
め
る
。

し
ば
ら
く
カ
エ
デ
の
樹
か
げ
の
ベ
ン
チ
に
坐
っ
て
い
る
と
、
一

組
の
老
夫
婦
が
、
仲
よ
く
館
を
背
景
に
し
て
、
互
に
カ
メ
ラ
の
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
主
人
の
方
が
近
づ
い
て
き

「
す
み
ま
せ
ん
が
、
ち
ょ
っ
と
お
願
い
で
き
．
．
…
・
」

み
な
ま
で
聞
か
ず
、
私
は
す
ぐ
立
っ
て
、
カ
メ
ラ
を
受
け
と
っ

た
。

霞

灘閏
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一
特
一
集
一
・
｜
異
一
人
一
館
一
ｍ
一
話
一

春
木
一
夫
〈
作
家
〉

カ
メ
ラ
ノ
緒
方
し
げ
を

神
戸
華
僑
総
会
は
明
治
四
十
二
年
の
建
築
で
、
も
と
の
ゲ
ン
セ

ン
邸
で
あ
る
。
木
造
二
階
建
で
、
ベ
ラ
ン
ダ
や
ベ
イ
・
ウ
イ
ン
ド

ー
が
あ
り
、
壁
は
下
見
張
り
ペ
ン
キ
塗
、
コ
ロ
ー
ー
ア
ル
・
ス
タ
イ

ル
の
洋
館
で
あ
る
。

華
僑
と
い
え
ば
、
中
国
人
で
海
外
に
僑
居
す
る
、
す
な
わ
ち
仮

り
住
居
を
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
実
態
は
そ
う
で
は

な
い
。
仮
り
住
居
は
日
僑
で
、
華
僑
は
永
住
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ

が
面
白
い
。

南
シ
ナ
一
帯
に
、
望
夫
山
と
か
望
夫
石
の
伝
諦
が
多
い
。
中
で

も
香
港
対
岸
の
越
議
郊
外
に
あ
る
望
夫
山
は
有
名
で
あ
る
。
海
外

へ
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
夫
た
ち
が
、
送
金
は
し
て
く
る
が
帰
っ
て
こ

な
い
。
残
さ
れ
た
妻
は
小
高
い
山
に
登
り
、
南
の
海
を
眺
め
て
い

る
う
ち
に
、
石
と
化
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
哀
れ
な
物
語
で
あ

る
。こ

の
よ
う
に
華
僑
は
全
世
界
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
の
で
、
世
界

中
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
支
配
し
て
い
る
の
は
、
華
僑
だ
と
思
っ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
梅
樟
忠
夫
助
教
授
（
現
在
は
国
立
民
族

学
博
物
館
館
長
）
と
話
し
て
い
た
ら
、
華
僑
の
勢
力
は
ビ
ル
マ
ま

で
だ
と
い
う
。
イ
ン
ド
以
西
は
印
僑
、
ギ
リ
シ
ア
以
西
は
希
僑
だ

と
教
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
東
南
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
を
回
っ
て
見

て
、
な
る
程
華
僑
の
勢
力
は
ビ
ル
マ
ま
で
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く

わ
か
っ
た
。

こ
こ
数
年
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
華
僑
が
、
ど
し
ど
し
越
境
し
て
帰

国
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
社
会
主
義
に
圧
迫
さ
れ
て
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
も
う
な
づ
け
る
。
十
年
前
、
ビ
ル
マ
の
ラ
ン
グ
ー
ン

へ
行
っ
た
と
き
、
華
僑
の
息
子
で
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
青
年

と
出
会
っ
た
。
ビ
ル
マ
政
府
は
社
会
主
義
を
唱
え
て
お
り
、
物
資

は
統
制
だ
か
ら
商
売
は
あ
が
っ
た
り
だ
と
慨
い
て
い
た
。

「
な
ん
で
日
本
語
を
勉
強
す
る
の
や
。
日
本
人
が
や
っ
て
き
た
ら
、

そ
の
時
就
職
す
る
た
め
か
い
な
」

「
う
ん
に
ゃ
、
そ
や
な
い
。
日
本
語
が
面
白
い
か
ら
や
」
と
い

Ｐ
ワ
。大

阪
船
場
の
商
人
が
、
昼
間
は
ゼ
ニ
儲
け
に
懸
命
で
あ
る
が
、

夜
と
も
な
れ
ば
懐
徳
堂
や
泊
園
書
院
な
ど
へ
出
か
け
、
楽
し
み
な

い
つ

が
ら
聖
賢
の
道
を
学
ん
だ
の
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
ゼ
ニ
儲
け

と
純
粋
な
学
問
と
を
、
は
っ
き
り
割
り
切
っ
て
い
る
点
が
え
て
し

て
妙
で
あ
る
。
大
阪
人
は
華
僑
に
よ
く
似
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、

華
僑
の
魅
力
も
こ
う
し
た
処
に
あ
る
の
で
は
。
：
…
。

華
僑
と
い
え
ば
、
蒙
古
に
い
た
こ
ろ
大
そ
う
仲
の
良
か
っ
た
衣

料
商
が
い
る
。
あ
る
時
、
私
は
ク
ル
ー
プ
ス
肺
炎
に
か
か
り
、
四

十
度
以
上
の
熱
を
出
し
た
。
日
に
何
回
も
下
着
を
替
え
ね
ば
な
ら

な
い
。
洗
極
し
た
だ
け
で
は
足
り
な
い
の
で
、
毎
日
買
っ
て
い
た

が
、
そ
れ
を
全
部
彼
が
ま
か
な
っ
て
く
れ
た
。
一
月
程
で
全
快
し

た
の
で
、
衣
料
の
清
算
に
出
か
け
て
い
っ
た
。
少
し
は
負
け
て
く

れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
ピ
タ
一
文
値
引
き
し
な
い
。
そ

し
て
、
彼
は
い
っ
た
。

「
私
は
君
の
友
達
だ
か
ら
、
あ
ん
た
が
困
っ
て
い
る
時
に
助
け
る

の
は
、
当
然
の
こ
と
だ
。
だ
か
ら
、
下
着
の
代
金
な
ど
貰
お
う
な

春

総
会
の
主
人
公
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物
論
を
基
礎
と
す
る
社
会
主
義
国
家
に
な
っ
て
も
消
え
ず
、
ヨ

ネ
に
よ
る
解
決
」
「
ヤ
ミ
取
引
き
」
「
裏
口
行
為
」
な
ど
の
諸
悪
を

生
ん
で
い
る
と
い
う
。

さ
ら
に
人
情
社
会
は
、
中
国
人
の
よ
く
口
に
す
る
．
家
人
」

意
識
を
育
て
る
。
「
論
語
」
（
顔
淵
篇
）
は
、
「
君
子
は
礼
を
守
り
、

慎
み
深
く
人
と
交
わ
っ
て
行
く
も
の
だ
。
そ
う
す
れ
ば
人
間
す
べ

て
が
兄
弟
に
な
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
意
識
は
権

利
・
義
務
の
観
念
を
希
薄
に
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
指
導
部
が
一

般
民
衆
に
よ
る
民
主
・
人
権
の
要
求
を
抑
え
つ
け
る
の
に
は
も
っ

て
こ
い
だ
と
批
判
す
る
。
ま
た
、
「
人
情
社
会
」
は
、
「
法
治
」
に

対
す
る
「
人
治
」
「
徳
治
」
へ
の
期
待
を
呼
び
、
こ
れ
に
失
敗
す

れ
ば
専
制
政
治
を
生
む
と
も
い
う
。
こ
う
し
た
批
孔
が
果
た
し
て

妥
当
な
の
か
。
や
は
り
私
の
脳
裏
に
は
、
人
情
的
な
華
僑
の
姿
が

生
き
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
を
、
拒
む
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

北
野
町
の
高
台
に
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む
石
垣
の
上
の
「
神
戸
華
僑
緯
会
」

閥

ど
と
思
っ
た
こ
と
は
、
た
だ
の
一
度
も
な
い
。
し
か
し
、
あ
ん
た

は
そ
れ
を
支
払
う
と
い
う
。
そ
う
な
れ
ば
商
売
だ
か
ら
、
私
は
利

益
を
得
る
た
め
に
、
一
銭
も
割
引
き
は
し
な
い
。
あ
ん
た
は
ど
っ

ち
の
方
を
取
る
か
ね
」

丸
損
か
全
額
払
い
か
、
ど
ち
ら
か
だ
と
い
う
の
だ
。
参
っ
た
私

は
、
彼
の
好
意
を
受
入
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
華
僑
は
、
い
っ
た
ん
信
用
す
る
と
、
と
こ
と
ん
ま

で
親
身
に
な
っ
て
く
れ
る
。
こ
れ
が
中
国
人
の
良
さ
で
あ
る
。
恐

ら
く
こ
れ
は
、
儒
教
で
強
調
さ
れ
て
い
る
人
情
を
重
ん
じ
る
道
徳

観
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
最
近
に
な
っ
て
、
孔
子
批
判
が
再
燃
し
て
き
た
と
、

報
道
さ
れ
て
い
る
。
香
港
の
中
立
系
紙
「
明
報
」
は
、
論
語
を
引

用
し
な
が
ら
、
儒
教
が
現
代
中
国
に
及
ぼ
し
て
い
る
悪
影
響
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
の
だ
。
「
人
情
を
重
ん
ず
る
道
徳
観
念
」
は
、
唯
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一
特
一
一
集
一
・
｜
異
一
人
一
館
而
一
話
一

大
き
く
開
い
た
ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
の
窓
か
ら
潮
風
が
吹
き
抜
け
た
。

庭
の
ア
ゼ
ィ
リ
ァ
が
満
開
だ
っ
た
。
低
い
煉
瓦
塀
の
そ
ば
で
、
妻

の
愛
子
と
侍
女
が
花
を
摘
ん
で
い
た
。

生
田
の
森
を
囲
ん
で
洋
館
が
立
つ
。
港
が
ひ
ろ
が
る
。
白
い
外

洋
船
が
出
て
行
く
。
海
は
青
い
ベ
ル
ト
の
よ
う
だ
。
対
岸
に
か
す

か
に
林
立
す
る
煙
突
が
見
え
る
。
北
野
町
に
来
た
こ
ろ
は
、
田
畑

の
続
き
に
住
吉
や
芦
屋
の
浜
の
松
林
が
見
え
、
そ
の
上
に
遠
く
大

阪
鉄
工
所
の
建
物
が
の
ぞ
ま
れ
た
。
し
か
し
、
今
で
は
そ
れ
も
媒

煙
に
隠
さ
れ
た
。
こ
の
国
の
近
代
化
は
恐
し
い
ほ
ど
の
速
さ
で
進

ん
で
い
た
。

ハ
ン
タ
ー
の
胸
底
に
は
、
三
年
前
に
長
男
の
龍
太
郎
が
所
主
を

や
め
た
と
き
に
感
じ
た
、
言
い
よ
う
の
な
い
淋
し
さ
が
蝿
っ
て
い

る
。
安
治
川
の
河
口
の
三
角
洲
で
、
わ
ず
か
二
百
人
で
始
め
た
工

場
が
、
五
十
年
足
ら
ず
で
日
本
有
数
の
造
船
所
に
な
っ
た
。
た
し

か
に
彼
は
そ
れ
だ
け
で
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
も
は

や
個
人
の
時
代
で
は
な
か
っ
た
。

下
か
ら
妻
が
呼
び
か
け
た
。
何
を
言
っ
た
か
分
ら
な
か
っ
た
。

「
な
ん
だ
？
」
と
、
ハ
ン
タ
ー
は
聞
き
返
し
た
。
ま
た
言
っ
た
が
、

聞
こ
え
な
か
っ
た
。
妻
も
侍
女
も
ハ
ン
タ
ー
を
見
上
げ
て
笑
っ
た
。

初
夏
の
日
差
し
を
浴
び
た
女
の
笑
顔
は
健
康
だ
っ
た
。
ハ
ン
タ
ー

は
、
し
か
し
、
不
機
嫌
に
な
っ
た
。
次
第
に
そ
れ
が
見
知
ら
ぬ
黄

色
人
に
ま
ぎ
れ
て
し
ま
う
不
安
が
あ
っ
た
。
彼
は
部
屋
に
も
ど
っ

た
。

ハ
ン
タ
ー
は
年
を
と
る
に
つ
れ
自
分
が
英
国
人
で
あ
る
こ
と
を

強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
洋
館
を
ド
イ
ツ
人
か

ら
譲
り
受
け
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
か
ら
取
り
寄
せ
た
家
具
で
飾
る
の
も
、

英
国
回
帰
の
念
が
押
え
が
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、

自
分
が
こ
の
国
の
近
代
化
の
捨
石
に
他
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
諦

念
に
対
す
る
反
発
で
も
あ
っ
た
。

ハ
ン
タ
ー
は
一
八
四
二
年
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ロ
ン
ド
ン
デ
リ

ー
で
生
ま
れ
た
。
十
五
才
で
国
を
出
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
香

港
、
上
海
を
ま
わ
り
、
一
八
六
五
年
（
慶
応
元
年
）
に
横
浜
に
着

い
た
。
そ
こ
で
Ｅ
・
Ｃ
・
キ
ル
ピ
ー
と
出
会
い
、
二
人
は
一
八
六

八
年
の
開
港
か
ら
神
戸
に
住
ん
だ
。

キ
ル
ビ
ー
は
や
が
て
造
船
が
盛
に
な
る
と
見
越
し
て
小
野
浜
に

造
船
所
を
つ
く
っ
た
。
ハ
ン
タ
ー
は
そ
こ
で
造
船
を
学
び
、
ま
た

秋
月
清
十
郎
を
知
っ
た
。
キ
ル
ピ
ー
は
若
い
ハ
ン
タ
ー
に
事
業
の

厳
し
さ
を
教
え
た
。
彼
は
こ
の
国
の
一
員
と
し
て
近
代
産
業
を
根

づ
か
せ
よ
う
と
尽
力
し
た
。
日
本
最
初
の
鉄
製
汽
船
を
造
り
、
近

代
経
営
を
導
入
し
た
が
、
失
敗
し
、
挙
銃
自
殺
を
し
た
。
ハ
ン
タ

ー
が
秋
月
と
ハ
ン
タ
ー
商
会
を
ひ
ら
き
、
大
阪
鉄
工
所
を
設
立
で

き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
キ
ル
ビ
ー
と
い
う
手
本
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

彼
を
知
ら
な
か
っ
た
ら
、
七
十
六
才
の
今
日
ま
で
こ
の
国
に
留
ま

る
こ
と
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
秋
月
清
十
郎
は
日
本
人
と
は
何
で
あ

る
か
を
ハ
ン
タ
ー
に
教
え
た
。
こ
の
元
紀
州
藩
士
は
信
が
厚
く
勤

勉
実
直
で
研
究
心
に
富
み
、
新
し
い
国
に
ふ
さ
わ
し
い
男
だ
っ
た
。

秋
月
と
仕
事
を
し
て
い
る
こ
ろ
が
ハ
ン
タ
ー
の
全
盛
だ
っ
た
。
煙

草
や
煉
瓦
会
社
を
興
し
た
り
、
日
本
米
を
精
製
し
て
英
国
に
送
っ

ｒ

麦
の
秋

秋
吉
好
く
作
家
〉

カ
メ
ラ
ノ
緒
方
し
げ
を
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胡
診

Ｌ

た
。
タ
イ
や
北
米
か
ら
木
材
を
多
量
に
輸
入
し
た
。
さ
ら
に
、
独

立
党
の
金
玉
均
と
結
ん
で
朝
鮮
貿
易
を
図
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

ハ
ン
タ
ー
に
は
開
港
以
来
の
神
戸
を
す
べ
て
見
て
き
た
と
い
う

自
負
が
あ
っ
た
。
こ
の
古
く
て
新
し
い
国
と
共
に
生
き
て
来
た
。

だ
か
ら
、
横
浜
の
居
留
民
が
日
英
条
約
の
改
正
に
反
対
し
た
の
を

憤
慨
し
、
神
戸
の
居
留
民
の
意
見
を
ま
と
め
賛
成
し
た
。
ハ
ン
タ

ー
は
居
留
民
も
日
本
人
も
一
体
と
な
っ
て
建
国
に
は
げ
む
べ
き
だ

と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
が
神
戸
を
故
郷
と
し
、
日
本
人
と
結
婚
し
、

神
戸
に
死
ぬ
こ
と
に
決
め
た
ハ
ン
タ
ー
の
信
念
だ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
国
で
は
大
和
民
族
以
外
は
す
べ
て
異
人
で
あ
っ
た
。
異
人
を

含
め
て
国
を
つ
く
る
と
い
う
思
想
が
な
か
っ
た
。

ハ
ン
タ
ー
は
妻
の
言
葉
を
た
し
か
め
る
た
め
に
下
に
行
こ
う
と

し
た
。
侍
女
が
階
段
を
上
っ
て
来
た
。
赤
紫
と
白
の
ア
ゼ
ィ
リ
ァ

を
抱
え
た
日
本
娘
の
若
さ
が
舷
し
か
っ
た
。

「
お
い
、
さ
き
ほ
ど
、
奥
さ
ん
は
、
何
と
言
っ
た
ん
だ
？
」
と
、

ハ
ン
タ
ー
が
た
ず
ね
た
。
侍
女
が
相
好
を
く
ず
し
た
。
丹
波
か
ら

出
て
来
て
ま
だ
一
年
に
な
ら
な
い
。
ハ
ン
タ
ー
に
も
物
怖
し
な
か

っ
た
。
国
の
変
化
は
人
間
を
も
変
え
る
。

「
お
薬
を
、
お
呑
み
に
な
り
ま
し
た
か
と
、
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
」

と
、
侍
女
は
歌
う
よ
う
に
言
っ
た
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
透
し
た

光
が
白
い
エ
プ
ロ
ン
に
微
妙
な
色
を
映
し
て
い
る
。
「
近
ご
ろ
、

よ
く
、
お
怒
り
に
な
る
と
、
こ
ぼ
さ
れ
ま
し
た
」

「
な
ん
だ
。
そ
ん
な
こ
と
か
」

老
ハ
ン
タ
ー
は
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に
咳
い
た
。
ハ
ン
タ
ー
は
六
月

一
一
日
に
死
ん
だ
。

幣灘．‐課

諏
諦
蝉

爵

畠捧

§ぷ
ぼ

謝
普

量

W 群2 Ｊ蝿認認謹唖悪癖縄騨宙蝉霊

砿
、
奔

現
存
異
人
館
の
な
か
で
最
も
規
模
の
大
き
い
「
旧
ハ
ン
タ
ー
住
宅
」
。

北
野
町
か
ら
王
子
動
物
関
東
隣
に
移
築
さ
れ
て
い
る
。
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蒋
一
集
一
・
一
異
一
人
一
館
一
ｍ
一
重

眼
が
悪
い
。

そ
れ
も
相
当
に
念
が
入
っ
て
い
て
、
ま
ず
強
度
の
近
視
で
あ
る
。

接
唇
す
る
ほ
ど
近
づ
か
ぬ
と
相
手
の
顔
が
わ
か
ら
ぬ
。
相
手
が
美

人
な
ら
好
都
合
だ
が
、
そ
う
で
な
い
時
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。

次
に
強
度
の
乱
視
で
あ
る
。
お
月
さ
ま
が
四
角
に
見
え
る
。
ペ

チ
ャ
パ
イ
の
女
が
マ
リ
リ
ン
モ
ン
ロ
ー
風
に
見
え
る
。
不
便
で
あ

る
。三

番
目
に
強
度
の
斜
視
で
あ
る
。
主
人
の
私
に
断
わ
り
な
く
目

玉
が
勝
手
に
散
歩
に
出
る
。
こ
れ
が
始
ま
る
と
風
景
の
左
右
が
入

れ
替
っ
て
見
え
る
か
ら
困
る
。
私
が
三
輪
車
以
外
の
車
を
決
し
て

運
転
し
な
い
の
は
、
運
転
す
れ
ば
必
ず
人
を
ひ
き
殺
す
自
信
が
あ

る
か
ら
だ
。

近
視
乱
視
斜
視
。
こ
れ
が
ホ
ン
ト
の
三
拍
視
そ
ろ
っ
た
イ
イ
男

で
あ
る
。

元
来
は
、
眼
は
良
か
っ
た
。
そ
れ
が
ど
う
し
て
突
然
、
眼
を
悪

く
し
た
の
か
、
そ
の
話
を
次
に
書
く
。
題
し
て
異
人
館
連
続
殺
人

事
件
の
顛
末
。

☆
☆

港
が
見
え
る
丘
の
上
に
立
つ
異
人
館
。
そ
の
持
主
は
愛
さ
ん
と

い
う
若
い
中
国
人
で
、
莫
大
な
遺
産
を
相
続
し
た
上
に
絶
世
の
美

女
だ
と
い
う
評
判
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
彼
女
、
男
運
が
悪
い
。

六
年
前
に
Ａ
と
い
う
男
と
結
婚
し
た
。

と
こ
ろ
が
Ａ
は
、
結
婚
直
後
、
突
然
失
明
。

「
美
し
過
ぎ
る
も
の
を
見
て
し
ま
っ
た
…
」

と
だ
け
言
い
残
し
て
行
方
不
明
に
な
っ
た
。

四
年
前
に
Ｂ
と
い
う
男
と
結
婚
し
た
。

と
こ
ろ
が
Ｂ
も
又
、
結
婚
直
後
、
突
然
失
明
。

「
完
壁
過
ぎ
る
も
の
を
見
て
し
ま
っ
た
…
」

と
だ
け
言
い
残
し
て
失
院
。

二
年
前
に
Ｃ
と
い
う
男
と
結
婚
し
た
。

と
こ
ろ
が
Ｃ
も
又
々
、
結
婚
直
後
、
突
然
失
明
。

「
こ
の
世
な
ら
ぬ
も
の
を
見
て
し
ま
っ
た
…
」

と
だ
け
言
い
残
し
て
蒸
発
。

つ
づ
け
ざ
ま
に
結
婚
し
た
ば
か
り
の
大
の
男
三
人
も
が
姿
を
消

し
た
の
で
あ
る
。
警
察
も
黙
っ
て
見
す
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
く

な
っ
た
。
そ
の
上
、
三
人
は
す
で
に
殺
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
噂
ま
で
出
る
始
末
。
北
野
町
警
察
の
コ
ロ
ン
ボ
こ
と

私
、
目
暮
警
部
は
丘
の
上
の
異
人
館
へ
急
ぐ
。
初
夏
の
夕
方
で
あ
る

木
造
一
一
階
建
て
の
切
妻
造
り
。
建
物
の
中
央
に
は
円
型
の
塔
屋
。

玄
関
に
立
つ
と
、
ま
る
で
私
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
扉
が
音

も
な
く
開
い
て
女
が
一
人
、

「
愛
さ
ん
で
す
か
？
私
が
本
日
来
ま
し
た
理
由
は
…
」

「
わ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
三
人
の
主
人
た
ち
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

し
ょ
う
？
」

「
こ
れ
は
話
が
早
い
。
巷
で
は
、
あ
な
た
が
ご
主
人
た
ち
を
殺
し
た

の
で
は
な
い
か
な
ど
と
馬
鹿
な
噂
を
す
る
人
が
居
ま
し
て
ネ
…
」

「
噂
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
の
こ
と
で
す
」

「
エ
ッ
別
」

「
は
い
。
で
す
か
ら
私
が
三
人
を
殺
し
た
の
で
す
」

「
ど
う
し
て
又
？
」

「
大
体
、
結
婚
な
ん
か
し
て
は
い
け
な
か
っ
た
ん
で
す
、
私
。
で

も
三
人
三
様
の
強
引
な
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
断
り
切
れ
ま
せ
ん
で
し

た
・
そ
れ
で
仕
方
な
く
、
あ
る
条
件
を
付
け
て
結
婚
し
た
の
で
す
」

「
と
、
言
い
ま
す
と
？
」

新
井
満
〈
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
‐
〉

カ
メ
ラ
ノ
ノ
緒
方
し
げ
を

異
人
館
連
続
殺
人
事
件 １
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守嘘
日

「
ベ
ッ
ド
の
中
で
決
し
て
明
か
り
を
つ
け
ぬ
と
い
う
…
」

「
こ
り
や
又
」

「
で
も
、
夫
た
ち
は
結
局
、
三
人
と
も
私
と
の
大
切
な
約
束
を
守

っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
し
て
、
見
て
は
い
け
な
い
私

の
体
の
秘
密
を
見
て
し
ま
い
、
そ
の
あ
げ
く
失
明
し
て
し
ま
っ
た

の
で
す
」

「
で
？
」

「
あ
の
秘
密
を
知
ら
れ
た
か
ら
に
は
生
か
し
て
お
く
わ
け
に
ま
い

り
ま
せ
ん
。
失
明
し
た
の
を
幸
い
、
二
階
か
ら
突
き
落
と
し
気
絶

さ
せ
、
海
に
運
ん
で
沈
め
ま
し
た
」

「
な
、
な
、
な
ん
と
い
う
残
酷
な
こ
と
を
。
そ
れ
で
も
貴
様
は
人

の
子
か
？
」

「
い
え
、
人
魚
の
子
で
す
」

「
ギ
ャ
ッ
刊
」☆
☆

な
ん
と
愛
さ
ん
は
、
人
魚
だ
っ
た
の
だ
。

唾

そ
れ
で
謎
が
解
け
た
。
こ
の
異
人
館
の
壁
の
不
思
議
な
装
飾
は

意
味
な
く
ほ
ど
こ
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
人
魚
の
ウ
ロ
コ
を
型
ど

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

逃
げ
足
の
早
い
彼
女
を
、
須
磨
の
海
岸
ま
で
追
い
つ
め
、
ま
さ

に
捕
え
よ
う
と
し
た
瞬
間
、
彼
女
は
着
て
い
る
も
の
全
て
を
バ
ツ

と
ぬ
い
で
し
ま
っ
た
。
そ
の
時
、
私
は
見
た
。
こ
の
世
な
ら
ぬ
ほ

ど
に
美
し
く
完
壁
な
も
の
を
。
月
の
光
に
怪
し
く
輝
く
人
魚
の
ウ

ロ
コ
を
。

「
あ
っ
、
な
ん
て
椅
麗
な
…
」

ポ
ン
ヤ
リ
眺
め
て
い
る
私
の
ス
キ
を
つ
い
て
彼
女
は
海
の
中
へ

ザ
ブ
ー
ン
。

私
の
眼
は
あ
の
瞬
間
か
ら
悪
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
悪
く
な
っ

た
と
は
い
え
、
せ
い
ぜ
い
近
乱
斜
の
三
拍
視
て
い
ど
で
済
ん
だ
の

で
あ
る
。
失
明
を
免
れ
た
だ
け
幸
運
だ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま

い
。

鱗

朝

あ
喫
茶
室
の
横
に
は
占
い
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
「
う
ろ
こ
の
家
」
（
北
野
町
）
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